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資料１

下の資料１「一日のうちの遊びや体験等の時間」、次ページの資料２
「平日、幼稚園・保育園以外で一緒に遊ぶ相手（経年比較）」を見て、
気づいたことを書いてみましょう。

 遊びをとおして子供とふれあい、親子でほほえみをかわすことで、子育ての楽しさを実感してみましょう。
 子供にとって遊びが大事というけれど、どうやって一緒に遊んだらいいの︖どれくらいの時間、子供と遊ん
でいるのかしら︖おもちゃまかせでいいのかしら︖子供とのスキンシップはどうすればいいの︖
 そんな疑問について、一緒に考えましょう。
 また、誰でもいつでもどこでもできる、子供とのスキンシップ遊び、子育てが楽しくなる遊びを一緒に体験
してみましょう。
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資料２  平日、幼稚園・保育園・こども園以外で一緒に遊ぶ人（経年比較）

子供の一番の友だちがテレビやタブレット、スマートフォンなどをはじめとしたデジタル
端末なんて寂しすぎます。デジタル端末とのつきあい方のルールや遊ぶ時間を決め、それ
を守る習慣が身につくようにかかわっていきましょう。



子供が喜ぶ 「ふれあい遊び」 をやってみましょう。

子供の右手の甲を「１が刺した」と蜂になって、そっとつまむ。子供の甲の上に
親の右手のグーがのった状態にする。

左手で子供の手の甲を「３が刺した」と同じようにつまむ。

子供をひざの上にのせ、向き合い手をつなぎます。



タオルケットの上に子供を寝かせる。

○○ちゃんのママにあげよの後、1人の大人がタオルケットごと子供を抱っこする。

  いつもポケットかカバンの中に入っているハンカチ。ハンカチ１枚でも子供と楽しく遊べます。お
母さんやお父さんもきっと子供のときに楽しんだのではないでしょうか。
 素朴な素材を使った素朴な遊びは、言葉がけ１つで楽しくなり、「またやって」「もっと」と子供
も喜ぶことでしょう。


